
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】遅延加算処理における遅延時間の算出を簡単に

行え、算出時間の短縮化を図りうる超音波診断装置を提

供する。

【解決手段】トランスデューサ１を有する探触子２、ｘ

方向に並ぶ複数の第１の受信ビームを形成する第１の遅

延加算部、ｙ方向に並ぶ複数の第２の受信ビームを形成

する第２の遅延加算部を備え、更に、基準点１７、第２

の受信ビーム形成のための受信焦点Ｆｙ＿１～Ｆｙ＿４

、及び仮想軸２１を設定し、各トランスデューサ１の中

心と仮想軸２１とを最短の線分で結んだときの複数の交

点２３を求める設定部を備えた超音波診断装置を用いる

。受信焦点は、それを通る仮想線２０が送信音線軸１６

と交わり、ｘ方向に垂直となるよう設定される。第２の

遅延加算部は、各交点２３から基準点１７までの基準伝

搬時間と、各交点２３から各受信焦点までの焦点伝搬時

間とを算出し、各焦点伝搬時間について基準伝搬時間と

の差を算出して遅延加算処理を行う。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 直 交 す る 第 １ の 方 向 及 び 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の
ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 有 す る 探 触 子 と 、 前 記 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ そ れ ぞ れ が 検 出 し た 信
号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を 行 っ て 、 前 記 第 １ の 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成
す る 第 １ の 遅 延 加 算 部 と 、 前 記 第 １ の 遅 延 加 算 部 に よ っ て 遅 延 加 算 処 理 さ れ た 信 号 に 対 し
て 更 に 遅 延 加 算 処 理 を 行 っ て 、 前 記 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る
第 ２ の 遅 延 加 算 部 と を 備 え る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 超 音 波 ビ ー ム の 送 信 音 線 軸 上 に 位 置 す る 基 準 点 と 、 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 前 記 第 ２ の
方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 と 、 前 記 送 信 音
線 軸 と 前 記 探 触 子 の 送 受 波 面 と の 交 点 を 通 り 、 且 つ 、 前 記 第 ２ の 方 向 に 平 行 な 仮 想 軸 と を
設 定 し 、 前 記 仮 想 軸 が 通 る 又 は 前 記 仮 想 軸 と 隣 接 す る 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ そ れ ぞ れ の
中 心 と 前 記 仮 想 軸 と を 最 短 の 線 分 で 結 ん だ と き の 、 前 記 線 分 と 前 記 仮 想 軸 と の 複 数 の 交 点
を 求 め る 設 定 部 を 更 に 備 え 、
　 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 は 、 全 て の 仮 想 受 信 焦 点 を 通 る 仮 想 線 が 、 前 記 送 信 音 線 軸 と 交
わ り 、 且 つ 、 前 記 第 １ の 方 向 に 垂 直 と な る よ う に 設 定 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 は 、 前 記 複 数 の 交 点 そ れ ぞ れ に つ い て 、 前 記 交 点 か ら 前 記 送 信 音
線 軸 上 に 設 定 さ れ た 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 と 、 前 記 交 点 か ら 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ
ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 と を 算 出 し 、 前 記 複 数 の 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 に つ い て 、
前 記 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 と の 差 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 差 を 用 い て 前 記 遅 延 加 算 処 理 を
行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 送 信 音 線 軸 と 前 記 探 触 子 の 送 受 波 面 と の 交 点 が 、 前 記 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配
列 中 心 に 位 置 し て お り 、
　 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 の 位 置 が 、 前 記 配 列 中 心 か ら 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ
ま で の 距 離 が 前 記 配 列 中 心 か ら 前 記 基 準 点 ま で の 距 離 と 等 し く な る よ う に 、 設 定 さ れ て い
る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 前 記 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 を 算 出 す る 第 １ の 伝 搬 時 間 演 算 回
路 と 、 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 を 算 出 す る 第 ２ の 伝 搬 時 間 演 算 回
路 と 、 前 記 差 を 算 出 す る 減 算 回 路 と を 備 え て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 前 記 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 又 は 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ
ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 を 算 出 す る 伝 搬 時 間 演 算 回 路 と 、 前 記 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 及 び 前 記
複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 の う ち 一 方 の 伝 搬 時 間 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と
、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 一 方 の 伝 搬 時 間 と 他 方 の 伝 搬 時 間 と か ら 前 記 差 を 算 出 す
る 減 算 回 路 と を 備 え て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 の 配 置 が 、 前 記 送 信 音 線 軸 を 基 準 に 線 対 称 と な る よ う に 設 定 さ
れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 更 に 、 符 号 反 転 回 路 を 備 え 、
　 前 記 符 号 反 転 回 路 は 、 互 い に 線 対 称 の 位 置 関 係 に あ る 一 対 の 仮 想 受 信 焦 点 の う ち 一 方 の
仮 想 受 信 焦 点 に つ い て 前 記 差 が 算 出 さ れ た 場 合 に 、 算 出 し た 差 の 符 号 を 反 転 さ せ る こ と に
よ っ て 、 他 方 の 仮 想 受 信 焦 点 に つ い て の 前 記 差 を 算 出 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載
の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 更 に 、 乗 算 回 路 を 備 え 、
　 前 記 乗 算 回 路 は 、 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 の う ち の 少 な く と も 一 つ に つ い て 前 記 差 が 算
出 さ れ た 場 合 に 、 算 出 し た 差 に 予 め 設 定 さ れ た 定 数 を 乗 じ る こ と に よ っ て 、 他 の 仮 想 受 信
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焦 点 に つ い て の 前 記 差 を 算 出 す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 複 数 の グ ル ー プ に グ ル ー プ 分 け さ れ 、 前 記 各 グ ル ー プ は
、 前 記 複 数 の グ ル ー プ の 配 列 が 第 １ の 方 向 及 び 第 ２ の 方 向 に 沿 っ た マ ト リ ッ ク ス 状 と な る
よ う に 、 隣 り 合 う 前 記 ト ラ ン ス デ ュ ー サ で 構 成 さ れ 、
　 更 に 、 前 記 グ ル ー プ 毎 に 複 数 の 整 相 加 算 部 が 備 え ら れ て お り 、 前 記 整 相 加 算 部 は 対 応 す
る グ ル ー プ を 構 成 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ っ て 検 出 さ れ た 信 号 を 整 相 加 算 し 、 こ れ を 前
記 第 １ の 遅 延 加 算 部 に 出 力 し 、
　 前 記 第 １ の 遅 延 加 算 部 が 、 前 記 整 相 加 算 部 が 出 力 し た 信 号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を 行 い
、
　 前 記 設 定 部 が 、 前 記 仮 想 軸 が 通 る 又 は 前 記 仮 想 軸 と 隣 接 す る 複 数 の グ ル ー プ そ れ ぞ れ の
中 心 と 前 記 仮 想 軸 と を 最 短 の 線 分 で 結 ん だ と き の 、 前 記 線 分 と 前 記 仮 想 軸 と の 複 数 の 交 点
を 求 め る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 次 元 ア レ イ を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に は 被 検 体 の ３ 次 元 走 査 可
能 な 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ 振 動 子 ） を 列 状 又 は マ ト
リ ッ ク ス 状 に 配 列 し て 構 成 さ れ た ア レ イ 型 探 触 子 が 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装
置 に お い て は 、 各 振 動 子 を そ れ ぞ れ 少 し ず つ 異 な っ た タ イ ミ ン グ で 励 振 し 、 各 振 動 子 か ら
放 射 さ れ た 超 音 波 の 波 面 が 焦 点 付 近 で 揃 う よ う に し て 、 超 音 波 ビ ー ム を 収 束 さ せ る フ ォ ー
カ シ ン グ 技 術 が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア レ イ 型 探 触 子 の う ち 、 複 数 の 振 動 子 が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た も の は 「 ２ 次 元 ア
レ イ 」 と 呼 ば れ る 。 ２ 次 元 ア レ イ を 用 い た 場 合 は 、 任 意 の 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム を 偏 向 及 び
走 査 で き る こ と か ら 、 ２ 次 元 ア レ イ は ３ 次 元 エ コ ー デ ー タ の 収 集 に も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 実 時 間 で 超 音 波 画 像 を 表 示 す る た め 、 一 回 の 超 音 波
ビ ー ム の 送 信 で 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る 並 列 受 信 処 理 が 行 わ れ て い る 。 但 し 、 並 列 受
信 処 理 を 行 う た め に は 、 受 信 チ ャ ン ネ ル 数 × 並 列 同 時 受 信 チ ャ ン ネ ル 数 分 の 遅 延 回 路 が 必
要 と な る 。 ま た 、 ３ 次 元 エ コ ー デ ー タ を 収 集 す る 場 合 は 、 並 列 同 時 受 信 チ ャ ン ネ ル 数 が 更
に 増 加 す る た め 、 膨 大 な 数 の 遅 延 回 路 が 必 要 と な る 。 こ の よ う な 場 合 、 装 置 の 製 造 コ ス ト
や 消 費 電 力 等 を 増 加 さ せ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 遅 延 加 算 処 理 を 前 段 と 後 段 と に 分 け て 、 遅 延 回
路 数 の 低 減 化 を 図 る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 点 に つ い
て 図 １ ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ ４ は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 構 成 図 で
あ る 。 な お 、 図 １ ４ に お い て は 、 並 列 受 信 処 理 の 説 明 の た め 、 超 音 波 ビ ー ム の 形 成 や 画 像
処 理 に 関 わ る 部 分 に つ い て は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 ２ 次 元 ア レ イ １ ０ ２ を 用 い て 超 音 波 ビ ー ム の
送 受 信 を 行 う 。 ２ 次 元 ア レ イ １ ０ ２ は 、 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ 振 動 子 ） １ ０ １ を 、 互
い に 直 交 す る ２ 方 向 （ 行 方 向 及 び 列 方 向 ） に 沿 っ て マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 し て 形 成 さ れ て
い る 。 各 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ０ １ は 、 超 音 波 ビ ー ム を 受 信 す る と 、 そ れ に 対 応 す る 信 号 を
出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 列 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ と 、 行 方 向 遅 延 加 算 回 路
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１ ０ ７ ～ １ ０ ８ と を 備 え て お り 、 列 方 向 と 行 方 向 と に 分 け て 遅 延 加 算 処 理 を 行 っ て い る 。
列 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ は 、 列 方 向 の 並 列 同 時 受 信 処 理 を 含 む 前 段 の 遅 延 加 算
処 理 行 う 。 行 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ７ ～ １ ０ ８ は 、 行 方 向 の 並 列 同 時 受 信 処 理 を 含 む 後 段
の 遅 延 加 算 処 理 を 行 う 。 ま た 、 列 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ 及 び 行 方 向 遅 延 加 算 回
路 １ ０ ７ ～ １ ０ ８ は 、 そ れ ぞ れ は 、 複 数 の 遅 延 回 路 （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 列 方 向 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ０ １ の 数 を 「 Ｍ 」 、 行 方 向 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １
０ １ の 数 を 「 Ｎ 」 、 列 方 向 の 並 列 同 時 受 信 チ ャ ン ネ ル 数 を 「 Ｋ 」 、 行 方 向 の 並 列 同 時 受 信
チ ャ ン ネ ル 数 を 「 Ｌ 」 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 列 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ そ れ ぞ れ は 「 Ｍ × Ｋ 」 回 の 遅 延 加 算 処 理 を 行 う 。 ま
た 、 列 数 は 行 方 向 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ ０ １ の 数 「 Ｎ 」 と 一 致 す る か ら 、 列 方 向 遅 延 加 算
回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ 全 体 か ら 、 信 号 数 が 「 Ｎ × Ｋ 」 個 の 信 号 群 （ 時 系 列 信 号 群 ） が 一 定 時
間 毎 に 出 力 さ れ る 。 列 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ 全 体 で 必 要 な 遅 延 回 路 の 数 は 「 Ｍ
× Ｋ × Ｎ 」 個 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 行 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ７ ～ １ ０ ８ は 、 列 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ３ ～ １ ０ ６ 全 体
か ら 出 力 さ れ た 「 Ｎ × Ｋ 」 個 の 時 系 列 信 号 群 に 対 し て 、 行 方 向 の 遅 延 加 算 処 理 を 行 う 。 従
っ て 、 行 方 向 遅 延 加 算 回 路 １ ０ ７ ～ １ ０ ８ 全 体 で 必 要 な 遅 延 回 路 の 数 は 、 「 Ｎ × Ｋ × Ｌ 」
個 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 よ り 、 図 １ ４ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 必 要 と な る 遅 延 回 路 の 総 数 は 、 （ Ｍ ×
Ｋ × Ｎ ） ＋ （ Ｎ × Ｋ × Ｌ ） ＝ Ｎ × Ｋ × （ Ｍ ＋ Ｌ ） 個 で あ る 。 一 方 、 列 方 向 と 行 方 向 と に 分
け な い 場 合 は 、 必 要 と な る 遅 延 回 路 の 総 数 は （ Ｎ × Ｋ × Ｍ × Ｌ ） 個 と な る 。 こ の こ と か ら
、 図 １ ４ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 行 方 向 お よ び 列 方 向 に お け る 並 列 受 信 処 理 を 少
な い 回 路 規 模 で 実 現 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ４ １ ２ ０ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 － 第 ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う に 遅 延 加 算 処 理 を 前 段 と 後 段 と に 分 け て 行 っ た 場 合 は 、 遅 延 加
算 処 理 、 特 に 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に お い て 、 多 く の 時 間 を 要 し て し ま う 。 こ の た め 、 後 段
の 遅 延 加 算 処 理 に お け る 遅 延 時 間 の 算 出 を 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 が 求
め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 を 解 消 し 、 遅 延 加 算 処 理 に お け る 遅 延 時 間 の 算 出 を 簡 単 に 行
え 、 算 出 時 間 の 短 縮 化 を 図 り う る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 互 い に 直 交 す る 第 １ の 方
向 及 び 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 有 す る
探 触 子 と 、 前 記 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ そ れ ぞ れ が 検 出 し た 信 号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を
行 っ て 、 前 記 第 １ の 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る 第 １ の 遅 延 加 算 部 と 、
前 記 第 １ の 遅 延 加 算 部 に よ っ て 遅 延 加 算 処 理 さ れ た 信 号 に 対 し て 更 に 遅 延 加 算 処 理 を 行 っ
て 、 前 記 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 部 と を 備 え
る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 超 音 波 ビ ー ム の 送 信 音 線 軸 上 に 位 置 す る 基 準 点 と 、 前 記 第 ２
の 遅 延 加 算 部 が 前 記 第 ２ の 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 複 数 の 仮
想 受 信 焦 点 と 、 前 記 送 信 音 線 軸 と 前 記 探 触 子 の 送 受 波 面 と の 交 点 を 通 り 、 且 つ 、 前 記 第 ２
の 方 向 に 平 行 な 仮 想 軸 と を 設 定 し 、 前 記 仮 想 軸 が 通 る 又 は 前 記 仮 想 軸 と 隣 接 す る 複 数 の ト
ラ ン ス デ ュ ー サ そ れ ぞ れ の 中 心 と 前 記 仮 想 軸 と を 最 短 の 線 分 で 結 ん だ と き の 、 前 記 線 分 と
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前 記 仮 想 軸 と の 複 数 の 交 点 を 求 め る 設 定 部 を 更 に 備 え 、 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 は 、 全 て
の 仮 想 受 信 焦 点 を 通 る 仮 想 線 が 、 前 記 送 信 音 線 軸 と 交 わ り 、 且 つ 、 前 記 第 １ の 方 向 に 垂 直
と な る よ う に 設 定 さ れ 、 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 は 、 前 記 複 数 の 交 点 そ れ ぞ れ に つ い て 、 前
記 交 点 か ら 前 記 送 信 音 線 軸 上 に 設 定 さ れ た 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 と 、 前 記 交 点 か ら 前 記 複
数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 と を 算 出 し 、 前 記 複 数 の 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で
の 伝 搬 時 間 に つ い て 、 前 記 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 と の 差 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 差 を 用 い
て 前 記 遅 延 加 算 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 送 信 音 線 軸 と 前 記 探 触 子 の 送 受 波
面 と の 交 点 が 、 前 記 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 列 中 心 に 位 置 し て お り 、 前 記 複 数 の 仮 想
受 信 焦 点 の 位 置 が 、 前 記 配 列 中 心 か ら 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で の 距 離 が 前 記
配 列 中 心 か ら 前 記 基 準 点 ま で の 距 離 と 等 し く な る よ う に 、 設 定 さ れ て い る 態 様 と で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 前 記
基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 を 算 出 す る 第 １ の 伝 搬 時 間 演 算 回 路 と 、 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ
れ ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 を 算 出 す る 第 ２ の 伝 搬 時 間 演 算 回 路 と 、 前 記 差 を 算 出 す る 減 算 回 路
と を 備 え て い る 態 様 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 上 記 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 前 記
基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 又 は 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で の 伝 搬 時 間 を 算 出 す る 伝
搬 時 間 演 算 回 路 と 、 前 記 基 準 点 ま で の 伝 搬 時 間 及 び 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 そ れ ぞ れ ま で
の 伝 搬 時 間 の う ち 一 方 の 伝 搬 時 間 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記
一 方 の 伝 搬 時 間 と 他 方 の 伝 搬 時 間 と か ら 前 記 差 を 算 出 す る 減 算 回 路 と を 備 え て い る 態 様 と
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 の 配 置
が 、 前 記 送 信 音 線 軸 を 基 準 に 線 対 称 と な る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部
が 、 更 に 、 符 号 反 転 回 路 を 備 え 、 前 記 符 号 反 転 回 路 は 、 互 い に 線 対 称 の 位 置 関 係 に あ る 一
対 の 仮 想 受 信 焦 点 の う ち 一 方 の 仮 想 受 信 焦 点 に つ い て 前 記 差 が 算 出 さ れ た 場 合 に 、 算 出 し
た 差 の 符 号 を 反 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 他 方 の 仮 想 受 信 焦 点 に つ い て の 前 記 差 を 算 出 す る
態 様 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 上 記 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 第 ２ の 遅 延 加 算 部 が 、 更 に
、 乗 算 回 路 を 備 え 、 前 記 乗 算 回 路 は 、 前 記 複 数 の 仮 想 受 信 焦 点 の う ち の 少 な く と も 一 つ に
つ い て 前 記 差 が 算 出 さ れ た 場 合 に 、 算 出 し た 差 に 予 め 設 定 さ れ た 定 数 を 乗 じ る こ と に よ っ
て 、 他 の 仮 想 受 信 焦 点 に つ い て の 前 記 差 を 算 出 す る 態 様 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 前 記 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ が
複 数 の グ ル ー プ に グ ル ー プ 分 け さ れ 、 前 記 各 グ ル ー プ は 、 前 記 複 数 の グ ル ー プ の 配 列 が 第
１ の 方 向 及 び 第 ２ の 方 向 に 沿 っ た マ ト リ ッ ク ス 状 と な る よ う に 、 隣 り 合 う 前 記 ト ラ ン ス デ
ュ ー サ で 構 成 さ れ 、 更 に 、 前 記 グ ル ー プ 毎 に 複 数 の 整 相 加 算 部 が 備 え ら れ て お り 、 前 記 整
相 加 算 部 は 対 応 す る グ ル ー プ を 構 成 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ っ て 検 出 さ れ た 信 号 を 整 相
加 算 し 、 こ れ を 前 記 第 １ の 遅 延 加 算 部 に 出 力 し 、 前 記 第 １ の 遅 延 加 算 部 が 、 前 記 整 相 加 算
部 が 出 力 し た 信 号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を 行 い 、 前 記 設 定 部 が 、 前 記 仮 想 軸 が 通 る 又 は 前
記 仮 想 軸 と 隣 接 す る 複 数 の グ ル ー プ そ れ ぞ れ の 中 心 と 前 記 仮 想 軸 と を 最 短 の 線 分 で 結 ん だ
と き の 、 前 記 線 分 と 前 記 仮 想 軸 と の 複 数 の 交 点 を 求 め る 態 様 と す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 一 回 の 超 音 波 ビ ー ム の 送 信 で
複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る 並 列 受 信 処 理 を 行 う 場 合 に 、 従 来 に 比 べ て 、 後 段 の 遅 延 加 算
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処 理 に お け る 遅 延 時 間 を 簡 単 に 算 出 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に か
か る 時 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 し な
が ら 説 明 す る 。 最 初 に 、 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 構 成 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 と 遅 延 加 算 部 の 構 成 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 探 触 子 ２ と 、 第 １ の 遅
延 加 算 部 ３ と 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ と 、 設 定 部 ５ と 、 送 信 パ ル ス 発 生 部 ６ と 、 画 像 処 理 部
７ と 、 表 示 部 ８ と を 備 え て い る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 一 回 の 超 音 波 ビ ー ム ９ の 送 信
で 複 数 の 受 信 ビ ー ム １ ０ を 形 成 す る 並 列 受 信 処 理 を 行 う 。 図 １ に お い て Ｆ は 超 音 波 ビ ー ム
９ の 焦 点 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 送 信 パ ル ス 発 生 部 ６ は 、 送 信 パ ル ス を 生 成 し 、 こ れ を 、 探 触 子 ２ を 構 成 す る 複 数 の ト ラ
ン ス デ ュ ー サ １ （ 図 ２ 参 照 ） に 出 力 す る 。 こ の 結 果 、 探 触 子 ２ か ら 診 断 対 象 に 向 け て 超 音
波 ビ ー ム が 照 射 さ れ る 。 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ 及 び 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ は 、 超 音 波 ビ ー ム ９
の 焦 点 面 Ｆ で 反 射 さ れ た 超 音 波 エ コ ー に つ い て 遅 延 加 算 処 理 を 行 っ て 複 数 の 受 信 ビ ー ム １
０ を 形 成 す る 。 な お 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ 及 び 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ に よ る 遅 延 加 算 処 理 に
つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 画 像 処 理 部 ７ は 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ 及 び 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ に よ っ て 形 成 さ れ た 受 信
ビ ー ム １ ０ に 基 づ い て 、 走 査 対 象 と な っ た 部 位 の 断 層 画 像 を 形 成 す る 。 表 示 部 ８ は 、 断 層
画 像 を 表 示 す る た め の 表 示 装 置 で あ る 。 表 示 装 置 と し て は 、 例 え ば Ｃ Ｒ Ｔ デ ィ ス プ レ イ や
液 晶 デ ィ ス プ レ イ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 探 触 子 ２ は ２ 次 元 ア レ イ で あ る
。 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ は 、 互 い に 直 交 す る 第 １ の 方 向 （ ｘ 方 向 ） 及 び 第 ２ の 方 向 （
ｙ 方 向 ） に 沿 っ て マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て い る 。 各 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ が 超 音 波 エ コ
ー を 受 信 す る こ と に よ っ て 検 出 し た 信 号 は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ 毎 に 信 号 線 １ ３ を 介 し て
第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ へ と 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ は 、 各 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ が 検 出 し た 信 号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を
行 っ て 、 ｘ 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 形 成 す る 。 ま た 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ は
、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ に よ っ て 遅 延 加 算 処 理 が 行 わ れ た 信 号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を 行 っ
て 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ が 形 成 し た 複 数 の 受 信 ビ ー ム そ れ ぞ れ を ｙ 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 複 数
の 受 信 ビ ー ム に 分 割 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ は 、 ｘ 方 向 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ の 列
数 と 同 数 の 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ を 備 え て い る 。 ｘ 方 向 に お い て 同 列 に あ る 複 数 の ト ラ
ン ス デ ュ ー サ １ が 検 出 し た 信 号 は 一 つ の ま と ま り と し て 、 一 の 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ に
よ っ て 遅 延 加 算 処 理 さ れ る 。 こ の た め 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ に よ っ て ｘ 方 向 に 並 ぶ 複 数 の
受 信 ビ ー ム が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 各 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ に よ っ て 処 理 さ れ た 信 号 は 、 信 号 線 １ ４ を 介 し て 、 第
２ の 遅 延 加 算 部 ４ へ と 出 力 さ れ る 。 各 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ の 出 力 チ ャ ン ネ ル 数 は 、 形
成 さ れ る 受 信 ビ ー ム の 数 に 合 わ せ て 設 定 さ れ て い る 。 図 ２ の 例 で は 、 後 述 す る よ う に 第 １
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の 遅 延 加 算 部 ３ が 形 成 す る 受 信 ビ ー ム の 数 が ４ 本 で あ る た め 、 各 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １
の 出 力 チ ャ ン ネ ル 数 は 「 ４ 」 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ は 、 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ の チ
ャ ン ネ ル 数 と 同 数 の 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ を 備 え て い る 。 図 ２ の 例 で は 、 遅 延 回 路 １ ２
の 数 は 「 ４ 」 で あ る 。 ま た 、 ｘ 方 向 に お い て 同 位 置 に あ る 各 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ の 出
力 チ ャ ン ネ ル は 、 一 つ の ま と ま り と し て 、 同 一 の 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ に 信 号 線 １ ４ に
よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ 中 の 最 も 左 側 に 記 載 の 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ に お け
る 「 １ 、 ２ 、 ・ ・ ・ １ ６ 」 は 、 入 力 チ ャ ン ネ ル 番 号 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の た め 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ で 形 成 さ れ た 受 信 ビ ー ム は 分 割 さ れ 、 ｙ 方 向 に 並 ぶ 複 数
の 受 信 ビ ー ム が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 図 ２ の 例 で は 、 後 述 す る よ う に 第 ２ の 遅 延 加 算 部
４ は 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ が 形 成 し た 受 信 ビ ー ム を 四 つ に 分 割 す る た め 、 各 第 ２ の 遅 延 加
算 回 路 １ ２ の 出 力 チ ャ ン ネ ル 数 は 「 ４ 」 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 設 定 部 ５ は 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ 及 び 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ が 遅 延 加 算 処 理 す る 際 に 必 要
と な る 点 の 座 標 を 設 定 し 、 こ れ を 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ と 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ と に 出 力 す る
。 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 設 定 部 ５ は 、 超 音 波 ビ ー ム の 送 信 音 線 軸 上 の 基 準 点 や 、 各
受 信 ビ ー ム の 受 信 焦 点 等 の 座 標 を 設 定 す る 。 な お 、 こ の 点 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 ３ ～ 図 ６ を 用 い て 、 設 定 部 ５ に よ る 座 標 の 設 定 と 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ 及 び 第
２ の 遅 延 加 算 部 ４ に よ る 遅 延 加 算 処 理 と に つ い て 更 に 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ３ は 、 実 施 の
形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算 処 理 の た め に 設 定 さ れ
る 受 信 焦 点 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 設 定 部 ５ は 、 超 音 波 ビ ー ム の 送 信 音 線 軸 １ ６ と 、 そ の 上 に 位 置 す る
基 準 点 １ ７ と 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ が 形 成 す る 複 数 の 受 信 ビ ー ム の 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ
ｘ ＿ ４ と を 設 定 す る 。 図 ３ の 例 で は 、 設 定 部 ５ は 、 探 触 子 ２ の 送 受 波 面 と の 交 点 が 複 数 の
ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ の 配 列 中 心 １ ９ と な る よ う に 、 送 信 音 線 軸 １ ６ を 設 定 す る 。 ま た 、 設
定 部 ５ は 、 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 面 Ｆ （ 図 １ 参 照 ） と 送 信 音 線 軸 １ ６ と の 交 点 を 基 準 点 １ ７
と し て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 更 に 、 設 定 部 ５ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ を 通 る 仮 想 線 １ ８ が 、 送 信 音 線 軸 １ ６
と 交 わ り 、 ｙ 方 向 に 垂 直 と な る よ う に 、 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ を 設 定 し て い る 。 ま
た 、 図 ３ の 例 で は 、 設 定 部 ５ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ の 配 置 が 、 送 信 音 線 軸 １ ６
を 基 準 に 線 対 称 と な り 、 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ ２ と Ｆ ｘ ＿ ３ と を 結 ぶ 線 が 送 信 音 線 軸 １ ６ 上 の 基
準 点 １ ７ の 近 傍 を 通 過 す る よ う に 設 定 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 図 ３ の 例 で は 、 仮 想 線 １ ８ は 直 線 で あ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 例 え ば 、 仮 想 線 １ ８ は 、 配 列 中 心 １ ９ を 中 心 と し た 円 弧 で あ っ て 良 い 。 こ の 場 合 、
受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ の 位 置 は 、 配 列 中 心 １ ９ か ら 各 受 信 焦 点 ま で の 距 離 と 配 列 中
心 １ ９ か ら 基 準 点 １ ７ ま で の 距 離 と が 等 し く な る よ う に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 仮 想 線 １ ８ が
直 線 の 場 合 で あ っ て も 、 実 際 に は 、 配 列 中 心 １ ９ か ら 各 受 信 焦 点 ま で の 距 離 と 配 列 中 心 １
９ か ら 基 準 点 １ ７ ま で の 距 離 と は 等 し い と み な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の 後 、 設 定 部 ５ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ の 座 標 と 、 基 準 点 １ ７ の 座 標 と を 、
第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ を 構 成 す る 各 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ に 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 各 第
１ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ は 、 信 号 線 １ ３ に よ っ て 接 続 さ れ た 各 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ に つ い て
、 遅 延 時 間 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 具 体 的 に は 、 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ は 、 接 続 さ れ て い る 各 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ に つ い
て 、 基 準 点 １ ７ ま で の 伝 搬 時 間 と 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ ま で の 伝 搬 時 間 と を 算 出 す
る 。 更 に 、 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ は 、 接 続 さ れ て い る 各 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ に つ い て 、
受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ 毎 に 、 受 信 焦 点 ま で の 伝 搬 時 間 と 基 準 点 １ ７ ま で の 伝 搬 時 間
と の 差 を 算 出 し 、 算 出 し た 差 に バ イ ア ス デ ー タ を 加 え て 正 の 値 と す る 。 こ の よ う に し て 求
め ら れ た 値 が 、 遅 延 時 間 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に 、 各 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ は 、 算 出 し た 遅 延 時 間 を 用 い て 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １
が 検 出 し た 信 号 に 対 し て 遅 延 処 理 を 行 い 、 更 に 遅 延 処 理 し た 信 号 を 整 相 加 算 し て 加 算 処 理
を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算 処 理
の た め に 設 定 さ れ る 受 信 焦 点 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す 仮 想 軸 と ト ラ ン ス
デ ュ ー サ と を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 設 定 部 ５ は 、 図 ３ に 示 し た 点 に 加 え 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ が 形 成 す
る 複 数 の 受 信 ビ ー ム の 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ と 、 仮 想 軸 ２ １ と の 設 定 も 行 う 。 設 定
部 ５ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ を 通 る 仮 想 線 ２ ０ が 、 送 信 音 線 軸 １ ６ と 交 わ り 、 且
つ 、 ｘ 方 向 に 垂 直 と な る よ う に 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ は 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ が 遅 延 加 算 処 理 し た 信 号 に 対 し て 遅 延
加 算 処 理 を 行 う 。 こ の た め 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ は 、 実 際 の 受 信 ビ ー ム の 受 信 焦
点 で は な く 、 仮 想 の 受 信 焦 点 （ 仮 想 受 信 焦 点 ） で あ る 。 こ の 点 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ の 例 に お い て も 、 設 定 部 ５ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ の 配 置 が 、 送 信 音 線 軸
１ ６ を 基 準 に 線 対 称 と な り 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ２ と Ｆ ｙ ＿ ３ と を 結 ぶ 線 が 送 信 音 線 軸 １ ６ 上
の 基 準 点 １ ７ の 近 傍 を 通 過 す る よ う に 設 定 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 図 ４ の 例 で も 、 図 ３ の 例 と 同 様 に 、 仮 想 線 ２ ０ は 直 線 で あ る が 、 本 発 明 は こ れ に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 仮 想 線 ２ ０ も 、 配 列 中 心 １ ９ を 中 心 と し た 円 弧 で あ っ
て 良 い 。 こ の 場 合 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ の 位 置 も 、 配 列 中 心 １ ９ か ら 各 受 信 焦 点
ま で の 距 離 と 配 列 中 心 １ ９ か ら 基 準 点 １ ７ ま で の 距 離 と が 等 し く な る よ う に 設 定 さ れ る 。
ま た 、 仮 想 線 ２ ０ が 直 線 の 場 合 で あ っ て も 、 実 際 に は 、 配 列 中 心 １ ９ か ら 各 受 信 焦 点 ま で
の 距 離 と 配 列 中 心 １ ９ か ら 基 準 点 １ ７ ま で の 距 離 と は 等 し い と み な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 設 定 部 ５ は 、 送 信 音 線 軸 ２ ６ と 探 触 子 ２ の 送 受 波 面 と の 交 点 （ 配 列 中 心 １ ９ ） を
通 り 、 ｙ 方 向 と 並 行 と な る よ う に 仮 想 軸 （ ｙ ´ 軸 ） ２ １ を 設 定 す る 。 更 に 、 図 ５ に 示 す よ
う に 、 設 定 部 ５ は 、 仮 想 軸 ２ １ を 設 定 し た 後 、 仮 想 軸 ２ １ と 隣 接 す る 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ
ー サ １ そ れ ぞ れ の 中 心 ２ ２ と 仮 想 軸 ２ １ と を 最 短 の 線 分 ２ ４ で 結 ん だ と き の 、 線 分 ２ ４ と
仮 想 軸 ２ １ と の 複 数 の 交 点 ２ ３ を 求 め る 。 な お 、 仮 想 軸 ２ １ が ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ 上 を 通
る と き は 、 設 定 部 ５ は 、 仮 想 軸 ２ １ が 通 る ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ に つ い て 交 点 を 求 め る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 後 、 設 定 部 ５ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ の 座 標 と 、 基 準 点 １ ７ の 座 標 と 、 複
数 の 交 点 ２ ３ の 座 標 と を 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ を 構 成 す る 各 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ に 出
力 す る 。 こ れ に よ り 、 各 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ は 、 遅 延 時 間 を 算 出 し 、 遅 延 加 算 処 理 を
行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 に 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ に よ る 遅 延 時 間 の 算 出 に つ い て 図 ６ を 用 い て 説 明 す る
。 図 ６ は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
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で あ る 。 な お 、 図 ６ に お い て は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ の 一 部 分 の み が 示 さ れ て い る 。
ま た 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 適 宜 、 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 酌 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） は 、 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ５ と
、 基 準 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ６ と 、 減 算 回 路 ２ ７ と 、 加 算 回 路 ２ ８ と を 備 え て い る 。 伝 搬 時
間 演 算 回 路 ２ ５ に は 、 設 定 部 ５ が 出 力 し た 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ の 座 標 と 、 仮 想
軸 ２ １ 上 の 複 数 の 交 点 ２ ３ の 座 標 と が 入 力 さ れ る 。 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ５ は 、 入 力 さ れ た
座 標 に 基 づ き 、 各 交 点 ２ ３ に つ い て 、 各 交 点 ２ ３ か ら 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ そ れ ぞ
れ ま で の 超 音 波 の 伝 搬 時 間 （ 焦 点 伝 搬 時 間 ） を 算 出 す る 。 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ５ は 、 算 出
し た 焦 点 伝 搬 時 間 を 減 算 回 路 ２ ７ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 基 準 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ６ に は 、 設 定 部 ５ が 出 力 し た 、 基 準 点 １ ７ の 座 標 と 、 仮 想 軸 ２
１ 上 の 複 数 の 交 点 ２ ３ の 座 標 と が 入 力 さ れ る 。 基 準 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ６ は 、 各 交 点 ２ ３
か ら 基 準 点 １ ７ ま で の 超 音 波 の 伝 搬 時 間 （ 基 準 伝 搬 時 間 ） を 算 出 す る 。 基 準 伝 搬 時 間 演 算
回 路 ２ ６ は 、 算 出 し た 基 準 伝 搬 時 間 を 減 算 回 路 ２ ７ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 減 算 回 路 ２ ７ は 、 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ２ ５ に よ っ て 算 出 さ れ た 全 て の 焦 点 伝 搬 時 間 に つ い
て 、 交 点 ２ ３ 毎 に 、 基 準 伝 搬 時 間 と の 差 を 算 出 す る 。 ま た 、 減 算 回 路 ２ ７ は 、 算 出 し た 焦
点 伝 搬 時 間 と 基 準 伝 搬 時 間 と の 差 を 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る 。 加 算 回 路 ２ ８ は 、 入 力 さ れ
た 差 に バ イ ア ス デ ー タ を 加 え て 正 の 値 と し 、 得 ら れ た 値 を 遅 延 時 間 と し て 出 力 す る 。 そ の
後 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ は 、 加 算 回 路 ２ ８ か ら 出 力 さ れ た 遅 延 時 間 を 用 い て 、 遅 延 加
算 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す 減 算 回 路 ８ の 出 力 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 横 軸 は 、
第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ の 入 力 チ ャ ン ネ ル 番 号 １ ～ １ ６ を
示 し て い る 。 縦 軸 は 、 図 ５ に 示 す 減 算 回 路 ８ の 出 力 （ 遅 延 時 間 ） を 示 し て い る 。 ま た 、 図
７ 中 に 示 す 各 出 力 は そ れ ぞ れ 焦 点 座 標 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ の 場 合 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 減 算 回 路 ８ の 出 力 に お い て 、 Ｆ ｙ ＿ １ に お け る 値 と Ｆ ｙ ＿ ４ に お け
る 値 と は 、 符 号 が 反 転 し た 関 係 に あ る 。 同 様 に 、 Ｆ ｙ ＿ ２ に お け る 値 と Ｆ ｙ ＿ ３ に お け る
値 も 、 符 号 が 反 転 し た 関 係 に あ る 。 更 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｆ ｙ ＿ １ に お け る 値
に １ ／ ３ を 乗 じ れ ば 、 入 力 チ ャ ン ネ ル が 同 じ 場 合 の Ｆ ｙ ＿ ２ に お け る 値 を 近 似 的 に 求 め る
こ と が で き る 。 同 様 に 、 Ｆ ｙ ＿ ４ に お け る 値 に １ ／ ３ を 乗 じ れ ば 、 入 力 チ ャ ン ネ ル が 同 じ
場 合 の Ｆ ｙ ＿ ３ に お け る 値 を 近 似 的 に 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 １ ２ は 、 第
１ の 遅 延 加 算 部 ３ が 遅 延 加 算 処 理 し た 信 号 に 対 し て 加 算 処 理 を 行 う た め 、 第 １ の 遅 延 加 算
部 ３ が 形 成 し た 受 信 ビ ー ム は 分 割 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 第 １ の 遅 延 加 算 部
３ が 形 成 し た 受 信 ビ ー ム は ４ つ に 分 割 さ れ 、 微 小 角 の ４ 方 向 に 偏 向 さ れ る 。 具 体 的 に は 、
図 ８ に 示 す よ う に 、 最 終 的 に 形 成 さ れ た 受 信 ビ ー ム の 受 信 焦 点 ２ ９ の 位 置 は 、 受 信 焦 点 Ｆ
ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ 及 び Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ か ら 偏 向 し た 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ が 形 成 す る 受 信 ビ ー ム は
１ ６ （ ４ × ４ ） 本 と な る 。 つ ま り 、 結 果 的 に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お
い て は 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 ３ と 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ と に よ っ て 、 ４ × ４ の ２ 次 元 遅 延 加 算
出 力 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 ４ に
よ る 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に お い て 、 遅 延 時 間 を 簡 単 に 算 出 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 第
２ の 遅 延 加 算 部 ４ に よ る 遅 延 加 算 処 理 に か か る 時 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 ９ を 参 照 し な が ら 説
明 す る 。 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の
遅 延 加 算 回 路 の 構 成 が 異 な る 以 外 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に 構 成
さ れ て い る 。 図 ９ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す
る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 図 ９ に お い て も 、 図 ６ と 同 様 に 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 一 部 分 の み が 示 さ れ て い
る 。 ま た 、 図 ９ に お い て 図 ６ で 用 い ら れ た 符 号 が 付 さ れ た 部 分 は 、 図 ６ に お い て 同 一 の 符
号 が 付 さ れ た 部 分 と 同 様 の 部 分 で あ る 。 更 に 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 適 宜 図 ４ 及 び 図 ５
を 参 酌 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 は 、 基 準 伝 搬 時 間
演 算 回 路 （ 図 ６ 参 照 ） を 備 え る 代 わ り に 、 メ モ リ （ 記 憶 手 段 ） ３ ２ を 備 え て い る 。 ま た 、
伝 搬 時 間 演 算 回 路 ３ １ に 、 設 定 部 ５ が 出 力 し た 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ （ 図 ４ 参 照
） の 座 標 と 、 仮 想 軸 ２ １ 上 の 複 数 の 交 点 ２ ３ （ 図 ５ 参 照 ） の 座 標 と 、 基 準 点 １ ７ の 座 標 （
図 ４ 参 照 ） と が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ３ １ は 、 先 ず 、 各 交 点 ２ ３ か ら 基 準 点 １ ７ ま で の 超 音 波 の 伝 搬 時 間 （
基 準 伝 搬 時 間 ） を 算 出 す る 。 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ３ １ は 、 算 出 し た 基 準 伝 搬 時 間 を メ モ リ ３
２ に 出 力 し 、 こ れ を 格 納 さ せ る 。 次 に 、 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ３ １ は 、 各 交 点 ２ ３ に つ い て 、
各 交 点 ２ ３ か ら 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ そ れ ぞ れ ま で の 超 音 波 の 伝 搬 時 間 （ 焦 点 伝 搬
時 間 ） を 算 出 す る 。 伝 搬 時 間 演 算 回 路 ３ １ は 、 算 出 し た 焦 点 伝 搬 時 間 を 減 算 回 路 ２ ７ に 出
力 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 減 算 回 路 ２ ７ は 、 メ モ リ ３ ２ に 格 納 さ れ て い る 基 準 伝 搬 時 間 を 読 み 出 し 、 伝 搬 時 間 演 算
回 路 ３ １ に よ っ て 算 出 さ れ た 全 て の 焦 点 伝 搬 時 間 に つ い て 、 交 点 ２ ３ 毎 に 、 基 準 伝 搬 時 間
と の 差 を 算 出 す る 。 ま た 、 減 算 回 路 ２ ７ は 、 算 出 し た 焦 点 伝 搬 時 間 と 基 準 伝 搬 時 間 と の 差
を 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る 。 加 算 回 路 ２ ８ は 、 入 力 さ れ た 差 に バ イ ア ス デ ー タ を 加 え て 正
の 値 と し 、 得 ら れ た 値 を 遅 延 時 間 と し て 出 力 す る 。 そ の 後 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 本 実
施 の 形 態 ２ に お い て も 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 は 、 加 算 回 路 ２ ８ か ら 出 力 さ れ た 遅 延 時 間 を
用 い て 、 遅 延 加 算 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回
路 は 、 基 準 伝 搬 時 間 演 算 回 路 の 代 わ り に メ モ リ を 備 え て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ２
に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 構 成 を 実 施 の 形 態 １ に 比 べ て 簡
略 化 で き 、 超 音 波 診 断 装 置 の コ ス ト の 低 減 や 処 理 速 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音
波 診 断 装 置 と 同 様 に 、 従 来 に 比 べ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に お い
て 、 遅 延 時 間 を 簡 単 に 算 出 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算
処 理 に か か る 時 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 １ ０ を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。 図 １ ０ は 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す
る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 図 １ ０ に お い て も 、 図 ６ と 同 様 に 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 一 部 分 の み が 示 さ れ て
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い る 。 ま た 、 図 １ ０ に お い て 図 ９ で 用 い ら れ た 符 号 が 付 さ れ た 部 分 は 、 図 ９ に お い て 同 一
の 符 号 が 付 さ れ た 部 分 と 同 様 の 部 分 で あ る 。 更 に 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 適 宜 図 ４ 及 び
図 ５ を 参 酌 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 ２ の 遅 延
加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 は 、 符 号 変 換 回 路 ３ ３ を 備 え て い る 。 な お 、 こ れ 以
外 は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 ３ に お い て は 、 減 算 回 路 ２ ７ に よ っ て 算 出 さ れ た 焦 点 伝 搬 時 間 と 基 準 伝 搬
時 間 と の 差 は 、 符 号 変 換 回 路 ３ ３ へ と 出 力 さ れ る 。 符 号 変 換 回 路 ３ ３ は 、 互 い に 線 対 称 の
位 置 関 係 に あ る 一 対 の 受 信 焦 点 （ 例 え ば Ｆ ｙ ＿ １ と Ｆ ｙ ＿ ４ 、 又 は Ｆ ｙ ＿ ２ と Ｆ ｙ ＿ ３ ）
の う ち 一 方 の 受 信 焦 点 に つ い て 差 が 算 出 さ れ た 場 合 に 、 算 出 し た 差 の 符 号 を 反 転 さ せ て 、
他 方 の 仮 想 受 信 焦 点 に つ い て の 差 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 図 ７ に 示 し た よ う に 、 Ｆ ｙ ＿ １ に お け る 値 と Ｆ ｙ ＿
４ に お け る 値 と は 符 号 が 反 転 し た 関 係 に あ る 。 よ っ て 、 符 号 変 換 回 路 ３ ３ は 、 受 信 焦 点 Ｆ
ｙ ＿ １ に つ い て の 差 が 出 力 さ れ て き た 場 合 は 、 出 力 さ れ て き た 値 の 符 号 を 変 換 し な い で 加
算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る と 共 に 、 出 力 さ れ て き た 値 の 符 号 を 変 換 し た 値 を 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ４
の 値 と し て 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 同 様 に 、 図 ７ か ら 分 か る よ う に 、 Ｆ ｙ ＿ ２ に お け る 値 と Ｆ ｙ ＿ ３ に お け る 値 も 符 号 が 反
転 し た 関 係 に あ る 。 よ っ て 、 符 号 変 換 回 路 ３ ３ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ２ に つ い て の 差 が 出 力
さ れ て き た 場 合 は 、 出 力 さ れ て き た 値 の 符 号 を 変 換 し な い で 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る と 共
に 、 出 力 さ れ て き た 値 の 符 号 を 変 換 し た 値 を 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ３ の 値 と し て 加 算 回 路 ２ ８ に
出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 加 算 回 路 ２ ８ は 、 入 力 さ れ た 差 に バ イ ア ス デ ー タ を 加 え て 正 の 値 と し 、 得 ら れ た 値 を 遅
延 時 間 と し て 出 力 す る 。 そ の 後 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お い て も 、 第
２ の 遅 延 加 算 回 路 は 、 加 算 回 路 ２ ８ か ら 出 力 さ れ た 遅 延 時 間 を 用 い て 、 遅 延 加 算 処 理 を 行
う 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 が 符 号
変 換 回 路 ３ ３ を 備 え る た め 、 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に 比 べ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 が 行 う 演
算 処 理 の 回 数 を 減 ら す こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置
に よ れ ば 、 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に 比 べ て 更 な る 処 理 速 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音
波 診 断 装 置 と 同 様 に 、 従 来 に 比 べ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に お い
て 、 遅 延 時 間 を 簡 単 に 算 出 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算
処 理 に か か る 時 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 １ １ を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。 図 １ １ は 、 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す
る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 図 １ １ に お い て も 、 図 ６ と 同 様 に 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 一 部 分 の み が 示 さ れ て
い る 。 ま た 、 図 １ １ に お い て 図 ９ で 用 い ら れ た 符 号 が 付 さ れ た 部 分 は 、 図 ９ に お い て 同 一
の 符 号 が 付 さ れ た 部 分 と 同 様 の 部 分 で あ る 。 更 に 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 適 宜 図 ４ 及 び
図 ５ を 参 酌 す る 。
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【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 ２ の 遅 延
加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 は 、 乗 算 換 回 路 ３ ４ を 備 え て い る 。 な お 、 こ れ 以 外
は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 ４ に お い て は 、 減 算 回 路 ２ ７ に よ っ て 算 出 さ れ た 焦 点 伝 搬 時 間 と 基 準 伝 搬
時 間 と の 差 は 、 乗 算 回 路 ３ ４ へ と 出 力 さ れ る 。 乗 算 回 路 ３ ４ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ
＿ ４ の う ち 少 な く と も 一 つ に つ い て 、 焦 点 伝 搬 時 間 と 基 準 伝 搬 時 間 と の 差 が 算 出 さ れ た 場
合 に 、 算 出 し た 差 に 予 め 設 定 さ れ た 定 数 を 乗 じ る こ と に よ っ て 、 他 の 受 信 焦 点 に つ い て の
差 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 図 ７ に 示 し た よ う に 、 Ｆ ｙ ＿ １ に お け る 値 に １ ／ ３
を 乗 じ れ ば 、 入 力 チ ャ ン ネ ル が 同 じ 場 合 の Ｆ ｙ ＿ ２ に お け る 値 を 近 似 的 に 求 め る こ と が で
き る 。 よ っ て 、 乗 算 回 路 ３ ４ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ １ に つ い て の 差 が 出 力 さ れ て き た 場 合 は
、 出 力 さ れ て き た 値 を そ の ま ま 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る と 共 に 、 出 力 さ れ て き た 値 に 定 数
（ １ ／ ３ ） を 乗 じ 、 得 ら れ た 値 を 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ２ の 値 と し て 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 同 様 に 、 図 ７ か ら 分 か る よ う に 、 Ｆ ｙ ＿ ４ に お け る 値 に １ ／ ３ を 乗 じ れ ば 、 入 力 チ ャ ン
ネ ル が 同 じ 場 合 の Ｆ ｙ ＿ ３ に お け る 値 を 近 似 的 に 求 め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 乗 算 回 路
３ ４ は 、 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ４ に つ い て の 差 が 出 力 さ れ て き た 場 合 は 、 出 力 さ れ て き た 値 を そ
の ま ま 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る と 共 に 、 出 力 さ れ て き た 値 に 定 数 （ １ ／ ３ ） を 乗 じ 、 得 ら
れ た 値 を 受 信 焦 点 Ｆ ｙ ＿ ３ の 値 と し て 加 算 回 路 ２ ８ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 加 算 回 路 ２ ８ は 、 入 力 さ れ た 差 に バ イ ア ス デ ー タ を 加 え て 正 の 値 と し 、 得 ら れ た 値 を 遅
延 時 間 と し て 出 力 す る 。 そ の 後 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お い て も 、 第
２ の 遅 延 加 算 回 路 は 、 加 算 回 路 ２ ８ か ら 出 力 さ れ た 遅 延 時 間 を 用 い て 、 遅 延 加 算 処 理 を 行
う 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回
路 に 乗 算 回 路 ３ ４ が 備 え ら れ て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お い て も 、 実 施 の 形 態
３ と 同 様 に 、 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ に 比 べ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 が 行 う 演 算 処 理 の 回 数 を
減 ら す こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て も 、 実
施 の 形 態 １ 及 び ２ に 比 べ て 更 な る 処 理 速 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音
波 診 断 装 置 と 同 様 に 、 従 来 に 比 べ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に お い
て 、 遅 延 時 間 を 簡 単 に 算 出 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算
処 理 に か か る 時 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ２ は 、 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 と 第 １ の 遅 延 加
算 部 と の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ２ に お い て 図 ３ 及 び 図 ４ で 用 い ら れ た
符 号 が 付 さ れ た 部 分 は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 同 一 の 符 号 が 付 さ れ た 部 分 と 同 様 の 部 分 で
あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ５ に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 探 触 子 ２ は
複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ を ｘ 方 向 及 び ｙ 方 向 に 沿 っ て マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 し て 構 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 も 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音
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波 診 断 装 置 と 同 様 に 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 、 第 ２ の 遅 延 加 算 部 、 設 定 部 、 画 像 処 理 部 、 及 び
表 示 部 （ 図 １ 参 照 ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 但 し 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ５ に お い て は 、 実 施 の 形 態 １ と 異 な り 、 複 数
の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ は 、 複 数 の グ ル ー プ ３ ５ に グ ル ー プ 分 け さ れ て い る 。 ま た 、 各 グ ル
ー プ ３ ５ は 、 隣 り 合 う ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ で 構 成 さ れ て お り 、 複 数 の グ ル ー プ ３ ５ の 配 列
は ｘ 方 向 及 び ｙ 方 向 に 沿 っ た マ ト リ ッ ク ス 状 と な っ て い る 。 図 １ ２ の 例 で は 、 各 グ ル ー プ
３ ４ は 隣 り 合 う ４ 個 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 グ ル ー プ ３ ５
毎 に 複 数 の 整 相 加 算 部 ３ ６ を 備 え て い る 。 整 相 加 算 部 ３ ６ は 、 対 応 す る グ ル ー プ を 構 成 す
る ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ Ｐ １ ～ Ｐ ４ ） １ に よ っ て 検 出 さ れ た 信 号 を 整 相 加 算 し 、 整 相 加 算 し
た 信 号 を 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 な お 、 図 １ ３ の 例 で は 、 整 相 加 算 部 ３ ６ は 、 回 路 規 模 が 小 さ い た め 、 超 音 波 診 断 装 置 の
操 作 者 が 手 に 持 っ て 操 作 す る プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ３ ７ に 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ ハ
ン ド ル ３ ７ に は 探 触 子 ２ も 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の た め 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ は 、 整 相 加 算 部 ３ ６ が
出 力 し た 信 号 に 対 し て 遅 延 加 算 処 理 を 行 う 。 ま た 、 設 定 部 （ 図 １ 参 照 ） は 、 実 施 の 形 態 １
と 同 様 に 仮 想 軸 ２ １ （ ｙ ´ 軸 ） を 設 定 す る 。 但 し 、 設 定 部 は 、 仮 想 軸 ２ １ が 通 る 又 は 仮 想
軸 ２ １ と 隣 接 す る 複 数 の グ ル ー プ ３ ５ そ れ ぞ れ の 中 心 ３ ８ と 仮 想 軸 ２ １ と を 最 短 の 線 分 で
結 ん だ と き の 、 こ の 線 分 と 仮 想 軸 ２ １ と の 複 数 の 交 点 ３ ９ を 求 め る 。 更 に 、 第 ２ の 遅 延 加
算 部 ４ は 、 各 交 点 ３ ９ に つ い て 、 焦 点 伝 搬 時 間 と 基 準 伝 搬 時 間 と を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 述 し た 点 以 外 は 、 実 施 の 形 態 １ に
お け る 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 又 同 様 に 機 能 す る 。 つ ま り 、 本 実 施 の 形
態 ５ に お い て も 、 設 定 部 に よ っ て 受 信 焦 点 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ （ 図 ３ 参 照 ） 及 び Ｆ ｙ ＿ １
～ Ｆ ｙ ＿ ４ （ 図 ４ 参 照 ） が 設 定 さ れ る 。 第 １ の 遅 延 加 算 部 （ 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ ） 及
び 第 ２ の 遅 延 加 算 部 （ 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 ） は 、 こ れ ら の 受 信 焦 点 に 基 づ い て 遅 延 加 算 処
理 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ５ に お い て は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ １ が グ ル ー プ 化 さ れ る た め 、
探 触 子 ２ と 第 １ の 遅 延 加 算 部 （ 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ ） と を 接 続 す る 信 号 線 １ ３ の 本 数
を 実 施 の 形 態 １ に 比 べ て 少 な く す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 本 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音
波 診 断 装 置 を 用 い れ ば 、 第 １ の 遅 延 加 算 回 路 １ １ を 構 成 す る 回 路 の 数 を 低 減 で き る た め 、
チ ッ プ 面 積 の 縮 小 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の た め 、 第 １ の 遅 延 加 算 部 と 第 ２ の 遅
延 加 算 部 と し て 機 能 す る チ ッ プ の 実 装 を 容 易 に 高 密 度 化 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 後 段 の 遅 延 加 算 処 理 に か か る
時 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 を
３ 次 元 的 に 走 査 し て 、 ３ 次 元 画 像 を 表 示 す る 場 合 に 有 用 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 構 成 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 と 遅 延 加 算 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算 処 理 の
た め に 設 定 さ れ る 受 信 焦 点 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 に よ る 遅 延 加 算 処 理 の
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た め に 設 定 さ れ る 受 信 焦 点 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 仮 想 軸 と ト ラ ン ス デ ュ ー サ と を 拡 大 し て 示 す 図
【 図 ６ 】 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 減 算 回 路 ８ の 出 力 の 一 例 を 示 す 図
【 図 ８ 】 仮 想 の 受 信 焦 点 と 実 際 の 受 信 焦 点 と を 対 比 し て 示 す 図
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅 延
加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ０ 】 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅
延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ １ 】 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 遅 延 加 算 部 を 構 成 す る 第 ２ の 遅
延 加 算 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ２ 】 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 を 示 す 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 実 施 の 形 態 ５ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 探 触 子 と 第 １ の 遅 延 加 算 部 と の 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ４ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 １ 　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
　 ２ 　 探 触 子
　 ３ 　 第 １ の 遅 延 加 算 部
　 ４ 　 第 ２ の 遅 延 加 算 部
　 ５ 　 設 定 部
　 ６ 　 送 信 パ ル ス 発 生 部
　 ７ 　 画 像 処 理 部
　 ８ 　 表 示 部
　 ９ 　 超 音 波 ビ ー ム
　 １ ０ 　 受 信 ビ ー ム
　 １ １ 　 第 １ の 遅 延 加 算 回 路
　 １ ２ 　 第 ２ の 遅 延 加 算 回 路
　 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ 　 信 号 線
　 １ ６ 　 送 信 音 線 軸
　 １ ７ 　 基 準 点
　 １ ８ 、 ２ ０ 　 受 信 焦 点 を 通 る 仮 想 線
　 １ ９ 　 配 列 中 心
　 ２ １ 　 仮 想 軸
　 ２ ２ 　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 中 心
　 ２ ３ 　 交 点
　 ２ ４ 　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 中 心 と 仮 想 軸 と を 最 短 で 結 ぶ 線 分
　 ２ ５ 、 ３ １ 　 伝 搬 時 間 演 算 回 路
　 ２ ６ 　 基 準 伝 搬 時 間 演 算 回 路
　 ２ ７ 　 減 算 回 路
　 ２ ８ 　 加 算 回 路
　 ２ ９ 　 最 終 的 に 形 成 さ れ た 受 信 ビ ー ム の 受 信 焦 点
　 ３ ２ 　 メ モ リ
　 ３ ３ 　 符 号 変 換 回 路
　 ３ ４ 　 乗 算 回 路
　 ３ ５ 　 グ ル ー プ
　 ３ ６ 　 整 相 加 算 部
　 ３ ７ 　 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
　 ３ ８ 　 グ ル ー プ の 中 心
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　 ３ ９ 　 グ ル ー プ の 中 心 と 仮 想 軸 と を 最 短 で 結 ぶ 線 分 の 仮 想 軸 上 の 交 点
　 Ｆ ｘ ＿ １ ～ Ｆ ｘ ＿ ４ 、 Ｆ ｙ ＿ １ ～ Ｆ ｙ ＿ ４ 　 受 信 焦 点

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

(18) JP 2006-167206 A 2006.6.29



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2006167206A 公开(公告)日 2006-06-29

申请号 JP2004364761 申请日 2004-12-16

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 福喜多博

发明人 福喜多 博

IPC分类号 A61B8/00

CPC分类号 G01S15/8925 G01S15/8927

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/BB06 4C601/EE07 4C601/EE08 4C601/EE12 4C601/EE13 4C601/EE22 4C601
/GB06 4C601/GB20 4C601/GB21 4C601/HH04 4C601/HH28 4C601/JB03 4C601/JB04 4C601/JB08 
4C601/JB09 4C601/JB53 4C601/LL17

其他公开文献 JP4593260B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波诊断设备，该超声波诊断设备能够容易地
计算延迟相加处理中的延迟时间并缩短计算时间。 探头2具有探头1，形
成沿x方向排列的多个第一接收光束的第一延迟加法单元和形成沿y方向
排列的多个第二接收光束的第二延迟加法单元。 在参考点17中，设置用
于形成第二接收光束的接收焦点Fy_1至Fy_4和假想轴21，并且每个换能
器1的中心和假想轴21是最短的线。 使用包括设置单元的超声诊断设
备，该设置单元在每分钟连接时获得多个交叉点23。 设定接收焦点，使
得穿过其中的假想线20与发射声线轴16相交并且垂直于x方向。 第二延
迟相加单元计算从每个交叉点23到参考点17的参考传播时间，从每个交
叉点23到每个接收焦点的焦点传播时间，以及每个焦点传播时间的参考
传播时间之差。 计算并执行延迟相加处理。 [选择图]图4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9833d31e-37c5-4da9-98fc-ce6aa13fcb01
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036668546/publication/JP2006167206A?q=JP2006167206A

